
（現行の経営体制・手法を継続する理由） （今後の経営改革の方向性等）

現在、公営企業会計への移行作業中であり、経営・資産等を正確に把握した後に、抜本的な改革
について検討していくため。

処理場を統廃合することで維持管理費等の削減につながると考えられる。
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東松山市 下水道事業 東松山市公共下水道事業

地方公営企業の抜本的な改革等の取組状況（平成28年3月31日現在）

実施状況

現行の経営体制・手法を継続する理由、今後の方向性


